












要約:保健婦の訪問指導がどのような事例に有用か、というリサーチクエッションにそっ

て、現在までに訪問指導の現状と保健婦活動の業績から整理し、またその位置づけを基礎

教育や業務指針から検討した。さらに都市部と農村部各々の 1保健所管内を選定して、訪

問指導の詳細な実態を調査したが、本年度はこれらの調査の中の保健婦自身の意識調査の

集計と、広く般の母親が、保健婦の家庭訪問についてどう考え、どう評価しているのかを

全国レベルで調査した。

その結果、保健婦の家庭訪問に対する意識としては、訪問が適切と思われる対象、訪問が

望ましいが訪問できない理由、訪問指導においてチームを組むべき社会資源、訪問を行う

上で不足していると思う情報・知識・技術等が明らかになった。次に母親の訪問指導に対

する調査は、来年度集計分析を予定しているが、2000 人にアンケートを郵送した結果、1219

人(回収率 60.9%)の回答を得ている。


